
金
木
高
等
学
校
を
発
着
点
と
し

て
、
6
月
1
3日
、
第
9
回
金
木
町

民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
兼
第
1
0回
陸
奥

湾

一
周
駅
伝
競
争
大
会
選
手
選
考

会
が
行
わ
れ
、
沿
道
に
詰
め
か
け

た
町
民
約
即
人
の
熱
い
声
援
を
受

け
、
選
手
た
ち
は
日
頃
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。
 

了
フ
ソ
ン
は
陸
上
競
技
の
華
と

あ
っ
て
、
カ
ー
フフ
ル
な
ウ
ェ
ア
に

身
を
ま
と
っ
た
選
手
翻
人
が
参
加
。
 

大
会
は
、
小
学
校
低
学
年
が
陸

上
ト
ラ
ッ
ク
で
、
高
学
年
か
ら
は

町
内
に
出
て
の
コ
ー
ス
で
順
次
行

わ
れ
、
応
援
に
か
け
つ
け
た
父
母

ら
の
声
援
を
受
け
、
力
走
し
ま
し

た
。
ま
た
、
 一
般
の
部
で
は
青
森

県
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
陸
奥
湾

一
周

駅
伝
競
争
大
会
出
場
の
ギ
ッ
プ
が

懸
か
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
選

手
は
そ
れ
ぞ
れ
緊
張
し
た
面
持
ち
 

・

し
 

な
 

れ
 

、
ら
 

＋
ノ
 

負
 

一
 

【
 
」
 

生
 

学
 

だ
 

ま
 

だ
 

土
一
 

で
出
番
を
待
ち
、
ス
タ
ー
ト
で
は

自
分
自
身
に
気
合
を
か
け
、
号
砲

と
共
に
一
斉
に
駆
け
出
し
ま
し
た
。
 

傾
斜
の
多
い
コ
ー
ス
だ
け
に
後
半

は
バ
テ
ぎ
み
で
し
た
が
最
後
の
力

を
振
り
絞
り
、
全
員
ゴ
ー
ル
し
ま

し
た
。
 

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

⑨
小
学
校
低
学
年
（
男
子
）
1
』
 

一
位
 
泉
谷
 
和
亮
（
川
倉
小
）
 

一
一
位
 
木村
 
陽
仁
（
金
木小
）
 

三
位
 
沢
田
 
大
介
（
金
木小
）
 

＠
小
学
校
低
学
年
（
女
子
）
1
血

一
位
 
泉
谷
 
好
乃
（
金
木小
）
 

二
位
 
荒
井
香
奈
美
（川
倉
小
）
 

三
位
 
斉
藤
増
重
（
喜
良
市
小
）
 

⑨
小
学
校
高
学
年
（
男
子
）
2
面

一
位
 
今
 
正
秀
（
喜良
市
小
）
 

二
位
 
山
中
 

崇
（
嘉
瀬小
）
 

三
位
 
棟
方
 
公

一
（
嘉
瀬小
）
 

⑥
小
学
校
高
学
年
（
女
子
）
2
』
 
 

一
位
 
小
山
内
良
恵
（
金
木小
）
 

二
位
 
荒
関
 
香
織
（
金
木小
）
 

三
位
 
其
田
 
仁
美
（川
倉
小
）
 

⑨
中
学
校

（
男子
）
4
』
 

一
位
 
外
崎
 
賢
吾
（
金
木中
）
 

二
位
 
工
藤
 
晃
大
（
金
木中
）
 

三
位
 
奈
良
岳
薫
（
金
木南
中
）
 

⑨
中
学
校

（
女子
）
3
』
 

一
位
 
小
山
内
由
美
（
金
木中
）
 

二
位
 
工
藤
 
千
夏
（
金
木
中
）
 

三
位
 
鎌
田
圭
子
（
金
木南
中
）
 

⑨
一
般
（
男
子
）
5
面
 

一
位
 
泉
谷
 

卓
（
（川
倉
）
 

二
位
 
斉
藤
 
祐
幾

（
嘉
瀬
）
 

三
位
 
佐
野
 
敬
一
 
（
金木
）
 

⑨
一
般
（
女
子
）
2
』
 

一
位
 
生
玉
 
悦
子

（
金
木
）
 

一
一
位
 櫛
引
真
理
子

（
金
木
）
 

三
位
 
田
中
 
栄
子

（
金木
）
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心地良い汗 
MARATHON 

号砲と共に一斉スタート 

 

ワ～イ目ー等賞だ 

(
 

(
 



相
撲
人

気
が
高
ま

っ
て
い
る

昨
今
、
町

営
相
撲
場

で
6
月
2
8
 

日
、
第
2
2
 

回
全
国
中

学
校
相
撲

選
手
権
大

会
と
第
3
 

回
全
国
都

道
府
県
中
 

⑦ 広報かなぎ川川I川I'll 

(
 

金木中学校 

全国大会出場決定 
SUMO 

熱い戦 い 
GATE BALL 

学
生
相
撲
選
手
権
大
会
の
青
森
県

予
選
が
行
わ
れ
、
応
援
団
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
熱
い
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
県
内
各
地
か
ら
2
1校

が
参
加
。
出
番
を
待
つ
選
手
は
、
 

中
学
生
と
は
思
え
な
い
程
大
き
な

体
を
揺
す
り
な
が
ら
、
四
股
を
踏

ん
だ
り
、
す
り
足
、
ぶ
つ
か
り
稽

古
な
ど
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
本
番
と

も
な
る
と
、
大
相
撲
さ
な
が
ら
、
 

顔
を
張
っ
た
り
、
回
し
を
ポ
ン
ポ

ン
叩
い
た
り
気
合
を
入
れ
戦
い
に

挑
ん
で
い
ま
し
た
。
 

団
体
の
部
決
勝
リ
ー
グ
に
は
、
 

金
木
中
学
校
と
金
木
南
中
学
校
の

両
校
が
残
り
、
見
て
い
る
応
援
団

を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。
金
木

南
中
学
校
は
惜
し
く
も
準
々
決
勝

で
敗
れ
た
も
の
の
、
金
木
中
学
校

は
、
見
事
優
勝
し
、
8
月
に
石
川

県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
戦
で

も
金
木
中
学
校
の
西
村
公
憲
君
が

優
勝
し
、
同
じ
8
月
に
両
国
国
技

館
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

全
国
大
会
で
も
普
段
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
好
成
績
を
修
め

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
 

県
民
体
育
大
会
出

場
を
懸
け
、
6
月
2
6
 

日
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
各
地
区

の
老
人
ク
ラ
ブ
6
チ
 

ー
ム
と
役
場
職
員
チ
 

ー
ム
で
金
木
町
春
季

室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

室
内
大
会
と
あ
っ

て
、
い
つ
も
外
で
練

習
し
て
い
る
選
手
は

悪
戦
苦
闘
。
そ
れ
で

も
感
覚
を
つ
か
む
と
、
 

す
い
す
い
ゲ
ー
ト
を
 

く
ぐ
り
い
つ
も
の
プ
レ
ー
。
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
い
え
ば
お
年

寄
り
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
よ
う
に

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
け

っ
こ
う
頭
脳
的
な
プ
レ
ー
も
あ
り
、
 

ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
 
「
さ

す
が
に
普
段
か
ら
練
習
し
て
い
る

人
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
よ
い
と
は
、
 

参
加
し
た
職
員
の
弁
。
 

決
勝
戦
は
熱
の
こ
も
っ
た
試
合

を
展
開
。
2
1対
8
で
喜
良
市
A
チ
 

ー
ム
が
蒔
田
チ
ー
ム
を
下
し
、
県

民
体
育
大
会
の
出
場
権
を
手
に
し

ま
し
た
。
 

優勝した喜良市チーム 



このコーナーは、皆
さんから町に提言のあ
つた場合掲載します。 
ご意見・ご要望があり
ましたら、どしどしお
寄せ下さい。 
尚、今回は、庁舎備

付けのアイデア箱によ
るものを採用しました。 

ご

み
集
め

に

つ
い

て
 

ご
み
集
め
の
御
苦
労
は
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、
唯
車
に
つ
け
て

持
っ
て
行
く
だ
け
で
な
く
、
毎
回

と
は
い
わ
な
い
け
ど
、
ち
ら
ば
っ

て
い
る
時
だ
け
で
も
掃
い
て
行
っ

て
く
れ
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
 

町
長
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
て
下

さ
い
。
 

塵
芥
収
集
業
務
に
つ
い
て
（
回
答）
 

民
生
課
長
 
神
島

俊
治

塵
芥
収
集
業
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
常
日
頃
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。
 

収
集
時
、
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
、
極
力
後
始
末
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は

集
積
場
所
の
管
理
は
町
内
と
な
り

ま
す
。
町
内
の
皆
様
方
も
、
ゴ
ミ

の
分
別
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
ゴ
ミ

集
積
場
所
周
辺
の
美
化
に
つ
き
ま

し
て
も
、
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

⑧
 

	Ill"" 川川川 広報かなき 

心
身
の

一
部
に
何
ら
か
の
障
害

を
持
つ
皆
さ
ん
が
、
社
会
復
帰
を
．
 

目
指
し
て
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
に
励
む

こ
と
を
目
的
に
『望
み
の
会
』
を
結

成
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
望
み
の

会
と
同
じ
境
遇
に
あ
る
中
里
町
の
 

『亀
の
会
』
 
と
公立
金
木
病
院
の

患
者
合
わ
せ
て
5
0人
が
ト
レ

ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
第
4
回
合
同
リ

ハ
ビ
リ
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

交
流
会
に
先
立
ち
公
立
金
木
病

院
三
上
俊
郎
院
長
が
 
「あ
い
に
く

の
雨
で
残
念
で
す
が
、
年
に
一
度

の
リ
ハ
ビ
リ
運
動
会
で
す
。
普
段
 

謝
 

‘
 
な
 

や
 

《
‘
 
じ
 

γ
，
 
，
ん
 

‘霞
 

J
 刀
叫
 

！
『
 錘
一
 

止
 

‘l

の
 

』
！

?
 の

成
果
を
見
せ
て
下
さ
い
己
と
あ

い
さ
つ
。
ま
た
 
「望
み
の
会
」
会

長
、
 
「亀
の
会
」
会
長
が
 
「良
い

汗
を
流
し
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
い
と
述
べ
ま
し
た
。
 

交
流
会
で
は
、
玉
入
れ
ゲ

ー
ム

や
借
物
競
争
、
パ
ン
食
い
競
争
な

ど
、
童
心
に
返
っ
た
よ
う
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
に

は
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
自
慢
料
理

の
他
、
用
意
さ
れ
た
豚
汁
に
舌
づ

つ
み
を
打
ち
な
が
ら
、
交
流
を
深

め
、
 
「来
年
も
ま
た
元
気
に
交
流

会
に
参
加
し
よ
う
い
と
確
認
し
合

っ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
ど
、
青
森
県
町
村
会
で

は
毎
月
第
2
土
曜
日
と
日
曜
日
を

完
全
休
養
日
と
し
、
町
村
長
が
出

席
す
る
会
議
、
行
事
を
設
定
し
な

い
よ
う
 
「町
村
長
の
健
康
管
理
推

進
対
策
」
を
採
択
し
ま
し
た
。
 

町
村
長
は
、
公
的
行
事
は
も
と

よ
り
冠
婚
葬
祭
等
の
行
事
が
土
曜
、
 

日
曜
、
祭
日
に
集
中
し
、
休
養
の
 

い
と
ま
も
無
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
今
年
に
入
り
、
森
田
村

長
、
六
戸
村
長
が
亡
く
な
り
、
・」
 

こ
2
年
間
で
6
名
の
県
内
現
職
町

村
長
が
相
次
い
で
死
亡
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
自
己
管
理
も
ま
ま

な
ら
な
い
ほ
ど
の
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
 

ー
ル
に
追
わ
れ
て
い
る
た
め
で
、
 

自
ら
の
健
康
に
留
意
し
、
心
身
の
 

体
調
を
整
え
、
常
に
最
良
な
状
態

で
職
務
に
あ
た
る
よ
う
に
と
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

金
木
町
に
お
い
て
も
、
昨
年
の

役
場
の
休
日

（
土
・
日
・
祭
）
9
3
 

日
の
う
ち
行
事
等
の
出
席
が
な
く

町
長
が
休
ん
だ
日
は
実
に
1
0日
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
町
長
の

健
康
を
考
え
、
毎
月
第
2
土
曜
日
、
 

日
曜
日
を
完
全
休
養
日
と
す
る
よ

う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

合
同
リ
ハ
ビ
リ
交
流
会
 

町

村
長

に
休

養
日
を
 

「過
労
死
」
防止
策
 

国

民
什
止
人
玉
に
」
仕
音
胆

加
加
入
で

き
ま

す
ノ
 

二
十
歳
以
上
六
＋
歳
未
満
で
、
 

①
海
外
に
居
住
す
る
日
本
国
民

②
厚
生
年
金
制
度
の
老
齢
給
付
の
 

受
給
権
者
 

③
各
種
共
済
組
合
の
退
職
給
付
の

受
給
者
 

は
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

希
望
す
れ
ば
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 
（
任
意加
入
と
い
い
ま

す
。）
 

ま
た
、
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳

未
満
の
人
で
も
年
金
の
受
給
資
格

期
間
を
満
た
せ
な
い
人
や
、
過
去

に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
り
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
に

は
保
険
料
納
付
期
間
が
不
足
し
て

い
る
人
は
、
任
意
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

た
だ
し
、
任
意
加
入
者
に
は
保

険
料
の
免
除
制
度
が
な
い
こ
と
、
 

保
険
料
を
未
納
に
す
る
と
任
意
加

入
し
た
意
味
が
な
い
こ
と
に
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

の
加
入
者
、
繰
上
げ
支
給
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
 

任
意
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
 

(
 

(
 



、つ
 

・⑥これは何の踊りでしょ 

全問正解者の中から抽選で 3 名様に 
素敵な記念品を差し上げます。どんど 
ん応募して下さい。 
応募方法 
ハガギに住所、氏名、年齢、職業、電 
話番号を記入のうえ 
①クイズの答②今月号のよかった記事 
③つまらなかった記事④ご意見・ご感 
想を記入のうえ 
〒037-02 
金木町大字金木字朝日山323 
金木町役場企画室 

までご応募下さい。 
応募の締切は 8 月 5 日当日消印有効。 

当選者の発表は 8 月号に掲載します。 
6月号の答 
⑧ まはげ山 
⑧ 小田川ダム 
⑨ 荒馬踊 

厳選な抽選の結果、当選者は次の 3 名 
です。 

川 倉 田 中 司 子さん 
金 木 下 田 芳 子さん 
金 木 田 中 由美子さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有 
うございます。今回当選しなかった 
これにめげずどしどしご応募くだ 

広報かなぎ川川―川川”・ (9」 

へ
 

(
 

金
木
病
院
カ
ル
テ

⑩
 

「
眼
科
診
察
」
に
つ
い
て
 

眼
 
科
 
桜
 

庭
 
知
 
己
 

こ
ん
に
ち
は
。
平
成
2
年
1
0月

よ
り
、
金
木
病
院
に
て
眼
科
を
担

当
し
て
い
る
桜
庭
で
す
。
金
木
病

院
眼
科
開
設
に
当
っ
て
は
病
院
長

は
じ
め
と
す
る
病
院
の
職
員
の
方
、
 

ま
た
町
役
場
の
方
に
も
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。
 

眼
科
の
現
在
の
診
療
体
制
に
関
 
 し

て
幾
つ
か
御
報
告
し
ま
す
。
 

当
院
眼
科
は
常
勤
体
制
に
な
く
、
 

平
成
4
年
4
月
か
ら
火
、
金
、
土

の
週
3
回
の
診
療
日
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
午
前
中
外
来
診
療
で
午

後
は
特
殊
検
査
、
手
術
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
外
来
受
付
は
午
前
 

1
1時
ま
で
で
す
。
し
か
し
、
投
与

さ
れ
た
薬
剤
が
医
師
が
来
院
す
る
 
 前

に
な
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
に
対

し
て
は
、
医
師
に
報
告
の
上
で
診

察
日
で
な
く
て
も
も
ら
え
ま
す
。
 

外
来
診
療
に
必
要
な
器
械
は
、
 

眼
底
カ
メ
ー
フ
をは
じ
め
、
 コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
内
蔵
し
た
自
動
視
野
計
、
 

自
動
眼
圧
計
、
さ
ら
に
は
眼
内
レ

ン
ズ
手
術
に
必
要
な
眼
軸
長
測
定

装
置
な
ど
ほ
と
ん
ど
揃
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
レ
ー
ザ
ー
光
凝
固
装
置

は
か
な
り
高
価
な
も
の
で
す
が
、
 

糖
尿
病
性
網
膜
症
や
網
膜
静
脈
閉

塞
症
な
ど
で
起
こ
る
眼
底
出
血
に

対
し
て
は
、
よ
り
速
や
か
な
治
療

を
行
え
ま
す
の
で
当
院
で
は
い
ち

早
く
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
 

午
後
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
手
術
 
 を

行
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
白

内
障
手
術
が
主
で
、
ほ
と
ん
ど
の

例
で
眼
内
レ
ン
ズ
を
挿
入
し
て
い

ま
す
。
眼
内
レ
ン
ズ
の
医
学
的
利

点
は
今
更
述
べ
る
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
以
前
は
レ
ン
ズ
代
が
保

険
点
数
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
別
に
1
2万
円
ほ
ど
患
者

さ
ん
に
負
担
し
て
頂
い
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
本
年
4
月
か
ら

眼
内
レ
ン
ズ
手
術
の
保
険
が
認
め

ら
れ
た
た
め
、
患
者
さ
ん
の
負
担

が
か
な
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

白
内
障
眼
内
レ
ン
ズ
手
術
の
場

合
、
当
院
で
は
原
則
と
し
て
手
術

前
日
に
入
院
し
て
頂
き
、
手
術
後

一
週
間
で
退
院
と
な
り
ま
す
。
手
 
 術

当
日
は
手
術
を
終
わ
っ
て
か
ら
 

3
時
間
後
に
は
ト
イ
レ
歩
行
が
出

来
ま
す
の
で
特
別
な
場
合
以
外
は

付
き
添
い
は
不
要
で
す
。
 

当
院
の
手
術
器
械
も
か
な
り
充

実
し
て
い
ま
す
。
ッ
ア
イ
ス
社
製

手
術
顕
微
鏡
を
は
じ
め
c
c
D
手

術
カ
メ
ラ
、
超
音
波
白
内
障
手
術

装
置
、
硝
子
体
手
術
装
置
も
有
り

大
抵
の
症
例
に
は
対
処
で
き
て
い

ま
す
。
特
に
超
音
波
白
内
障
手
術

装
置
は
よ
り
小
さ
な
傷
で
も
白
内

障
手
術
を
可
能
と
す
る
器
械
で
す

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
西
北
地
区
で

は
当
院
に
し
か
な
く
、
当
院
の
目

玉
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
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ふるさと発見 

  

  

, ズ イ 

  

  

このクイズは金木町にちなんだ施設、 
名称、文化財などを再発見してもらお
うと問題にしたものです。休日などに
チョコット出かけてみてはいかがでし
よつ。 
Q・次の滝は何と呼ばれている滝でし

よう 
⑧ 



金
木
町
名
木
 

場
 
所
 
喜

良
市

立
野

神
社
 

樹
 

種
 

セ
ン
 

樹
 
齢
 
約

五
〇

〇
年
 

幹

の
周
囲
 

3
m

7
4
m
 

（
こ
の
名
木
は
、
平
成
3
年
5
月
3
1日
金
木
町
文
化
財
審
議
 

委
員
会
議
で
、
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。）
 

'I'll川―川川広報かむき ⑩ 

6月届出分 

戸籍の窓 

原福小 白杉野野須石 

田長肖川山宮宮崎碁お 
祥美啓小明優健麻美 め 

さ竺凸’責杏貢竺隻で 
兼洋実孝昭 d了一正富 
FI 一一 ~ くJ、 ョ＝． 大 壬宙 畑 田 1 

と 

嘉金嘉金霜金金嘉金う 
瀬木瀬木木木木瀬木 

は じ め ま し て 

み 	か 
美 佳ちゃん 

5 月 2 2 日生まれ 
体 	重 	3, 266 g 
金木第二金木団地 

石戸谷富男さんの長女 

元気な子に育ってほし 
い 	（母睦子より） 

けんご 
健 吾ちゃん 

5 月 24 日生まれ 

	

体 重 	3,452 g 

	

金 	木 	米 	町 
野宮 一穂さんの三男
お兄ちゃんたちに負け
ず、たくましく、思いや
りのある子になってほ
しい（母 美保子より） 
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慮
 

舞
柳

、寿
縄
 

6月末現在 

、 

前年同月比 

男 6,144人 △ 88人 

女 6,805人 △ 43人 

計12,949人 △ 131人 

世帯数 3,885 4 

人
ロ
と

世
帯
 ノ 

伊
丸
岡
樹

里

（伸
彦
）
喜
良
市

石
津
 
洋

並

（
利幸
）
金
 
木

荒
 
井
 
麗

菜

（
公章
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ

せ
に
 

（
岡
田
 

穣

（
茂
美
）
喜
良
市
 

「
五嶋
佐
奈
江

（
正蔵
）
仙
台
市
 

（
外崎
 
譲
史

（貞
治
）
中
里
町
 

「
田
中
 
雅
子
（
徳
雄
）
金
 
木
 

（
大
川
 
博
彦
（
信
義
）
中
里
町
 

「
替
藤
 京
子

（
檀
吉
）
金
 木
 

（
原
田
 
広
彦
（慶
次
）
五
所
川
原
市
 

「古
川
真
由
美

（
忠
義
）喜
良
市
 

、
原
田
 
博
嗣
（
兼
治
）
中
柏
木
 

「
西
市
久
美
子
（
芳男
）
五
所
川
原
市
 
 （

長
内
 
政
則

（
政築
）
喜
良
市
 

「
有馬
 
正
子
（
岩五
郎
）
青
森市
 

罵
え
讐
譲
蔭
柿
 

籍
訟
壁
艶
が
嚇
 

霧
か桧
縄
稀
癖
 

験
一醸
紀響
噴
）
 

霧
谷
鍵
確
一
簿
 

お

く
や
み
 

原
 
田
 源
太
郎

（
6
9才
）
嘉
 
瀬
 
 津

田
 
久

春

（
6
2オ
）
金
 
木

古

川
左

一
郎
（
9
2オ
）
喜
良
市

鳴
海
 

忠

吉
（
6
8才
）
嘉
 
瀬

石
戸
谷
 
タ
 
ガ
（
8
1才
）
金
 
木

片
 
山
文
四
郎
（
8
0才
）
川
 
倉

橋
本
 

キ
 
ワ
（
8
3才
）
川
 
倉
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し

な
い
方
は
、
町
民
課
窓
口
に

届
出
の
際
申
し
出
て
く
だ
さ
 

し
 

(
 

(
 


